
１．はじめに

2０１2年以来、日本における在留外国人1 の数は
右肩上がりに増加し、日本における外国人に関す
る行政業務を管轄する法務省出入国在留管理庁

（以下、出入国在留管理庁）が公表した統計デー
タによれば、コロナ禍直前の2０１9年末には290万
人以上に達した。

在留外国人の増加に伴い、外国人の来日動機に
関する研究のほか、労働政策、人権問題や多文化
共生施策など、日本に在留する外国人に関わる
様々な問題が早急に解決すべき課題とされ、様々
な分野で研究がなされている。それらの研究は、
例えば血縁や地縁に基づくコミュニティ、または

異なる出身地域でも労働者、留学生、配偶者や家
族などの「在留資格」の区分に基づき、共通的な
利害関係を持つ外国人で構成される「アソシエイ
テッド・コミュニティ」（田村太郎 2０１9）２に関
するものが主流である。つまり、これまでの在留
外国人に関する多くの研究では、異郷で生きなが
らも血縁、地縁、社縁といったフォーマルな社会
的紐帯でつながれた外国人コミュニティに注目し
てきたと言える。

その一方で、出入国在留管理庁が2０2１年３月
に公表した『在留外国人に対する基礎調査報告
書』では、「勉強のため（25.8%）」や「スキルの
獲得・将来のキャリア向上のため（2１%）」に次
いで、「日本が好きだから」を来日動機として挙
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げている外国人が１７.7％を占めているという興味
深い調査結果があった。こうした感情的動機に駆
使され来日した外国人は、上記で述べた社会的集
団とは異なる、選択可能性や流動性の高い新しい
共同体を形成していると可能性が推測できる。

本研究はこういった血縁、地縁、社縁といった
フォーマルな社会的紐帯に依拠せず、日本に対す
る愛着（attachment）といった感情要因によっ
て日本に移り住んでいる在留外国人たちが、異郷
において、どのようなインフォーマルな社会的紐
帯を構築しているのか、さらに、そのようなつな
がりを通して民族や場所いずれにも帰属しない、
独自のアイデンティティをいかに生成しているの
かを明らかにし、日本の在留外国人研究に新たな
知見を提示していきたい。

２.研究対象・調査方法

本研究は、在留外国人の中でも、とりわけ「日
本が好き」という感情的動機付けによって来日し
ている台湾人女性に焦点を当て、彼女たちが、母
国である「台湾」と異郷である「日本」との間を
往来するなかで、どのように社会関係性を再構築
しているかを考察していきたい。本章では、文献
を整理して検討しながら、なぜ「日本在留台湾人
女性」をケーススタディとして考察していくのか
について述べた後、本研究が採用した調査方法や
インフォーマントに関する説明を行う。

２. １　対日感情と国際移動

国際移民を研究しているCastles	&	Millerは、
「経済的、政治的、社会文化的な要因が全て影響
する複合的な過程として移民を再概念化するこ
と」３（2００9=2０１１：３2）の重要性を提唱し、さら
にそれらの要因は静態ではなく、常に変化し続け
ていると論じている。また、量的調査データから
日本に移り住んでいる「移民」動向の実態や日本
社会に与える影響について研究を行っている永吉
希久子（2０2０）も、移民の移住には、移民本人の
経済的動機や社会的ネットワークなど個人にかか
わるミクロな要因のみならず、社会構造や制度面
といったマクロな要因、さらに例えば仲介業者や

多国籍企業などのメゾ要因も関連していると指摘
している４。すなわち、人々の国際移動のプッ
シュ要因やプル要因を考える際に、個人の意向や
行動のみならず、その国境を越える移動を促す社
会背景も視野に入れなければならない。

これらの先行研究を踏まえた上で、前節でも引
用した、出入国在留管理庁による在留外国人に対
する調査報告を再度見てみよう。在留外国人の来
日動機についての回答において、上位３位を占め
ているのは、「勉強のため（25.8%）」「スキルの獲
得・将来のキャリア向上のため（2１%）」「日本が
好きだから（１７.7%）」である。一見すれば、在留
外国人が「自分自身のために」来日しているよう
に見えるが、実はその背後にある外国人の出身国
と日本という国との国際的関係性、そしてそれぞ
れの国の社会背景がこれに関連していると考えら
れる。

例えば、同報告によれば、「技能実習」という
在留資格を持つ外国人の中では、46.3％の人が来
日動機を「スキルの獲得・将来のキャリア向上の
ため」という理由を選んだ。「技能実習」の在留
資格が創設された目的は、日本は先進国としての
役割を果たし、開発途上国に知識や技術を移転す
るのであるとされているが、これらの地域から来
日している「技能実習生」たちは、少なくとも名
目上でも自国の発展を担うという「責任」を背
負っていると考えられる。彼らが「スキルの獲
得・将来のキャリア向上のため」を来日動機にし
ているのは、一個人の将来のキャリア向上という
理由だけでなく、国の間で存在しているパワーバ
ランスや関係性にも影響されていると言える。

政治や経済といった要因以外にも、歴史的や文
化的要因も無視できない。賽漢卓娜（2０１8）は、
儒家思想の影響が強い国では、女性は結婚を求め
て国際移動したり、フィリピンのような長い歴史
においては植民地・従属的な地位に置かれる国で
は、女性は再生産労働者として海外に移動したり
する事例を挙げ、女性の国際移動を歴史・文化的
な背景との関連性から論じている５。その一方
で、藤田結子（2００8a, 2００8b）６は、グローバル
化の文化研究において大きな影響力を持つアル
ジュン・アパデュライ（１996=2００4）が提唱した
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「メディアスケープ」７という論点を踏まえ、これ
まで多くの国際移動に関する研究は、経済的・政
治的要因や社会的ネットワークを重視したアプ
ローチによって説明されてきたが、国際移動の文
化的側面も無視できないと指摘し、メディアに
よって構築された異国イメージは若者の国際移動
に大いに影響を与えていると論じている。

本研究は、前述した賽漢卓娜が指摘している歴
史的要因、そしてアパデュライや藤田が考察して
いるメディア要因を踏まえ、台湾から日本に渡っ
てきた在留外国人に焦点を当て考察を進めたい。
なぜなら、台湾は5０年間に渡って、植民地とし
て日本の統治下におかれていた歴史的背景８があ
るからである。このような歴史的文脈の下、日本
の大衆文化は台湾社会に深く浸透している。さら
に、１99０年代以降に、マスメディアの普及によっ
て、植民地時代を経験したことない若い世代も、
日本のテレビドラマをはじめ、日本アイドル、マ
ンガなどの文化コンテンツを通して、「日本」イ
メージを想像し「日本」という国に親しい感情を
抱くようになったと論じられてきた（李衣雲 	
2０１７;張瑋容 2０2０ほか）９。

日本台湾交流協会 10 は、2００8年より不定期に
「台湾における対日世論調査」を実施したが、こ
れまで実施された７回の調査において、日本は常
に「台湾人の最も好きな国（地域）」の１位を占
め、さらに２位以下の国を大きく引き離している
ことが明らかになった。興味深いのは、「最も好
きな国」という質問では、日本が常に首位を独走
しているが、「台湾人から見て台湾に最も影響を
与えている国」という質問に対し、アメリカと中
国は日本よりはるかに大きな影響力を持つと思わ
れている点である11。つまり、台湾人にとって、
日本は、経済や外交関係など「国益」という側面
での実質的・支配的な影響力はアメリカや中国に
及ばないものの、好感度や親近感といった心理的
距離が極めて近い国だと言える。

また、台湾の若い世代の日本に対する親しい感
情は、内面的感情にとどまるのでなく、彼らの日
本に留学する意欲にもつながっている。園田茂人

（2０2０）は、2００8 年から 2０１9 年の間、３回にわ
たって日本、韓国、中国、台湾をはじめとするア

ジア１３ ヶ国の大学生に対して量的調査を実施
し、その調査をもとにアジア諸国の他国への認
識、評価や感情を分析しているが、園田の分析に
よれば、ベトナムを除き、台湾を含むアジア諸国
の若者は日本語のアニメやドラマ視聴の頻度が日
本への留学関心に結びついているという12。

日本在留台湾人が日本に渡ってきて中長期滞留
するには複数の要因があると考えられるが、ここ
まで検討してきた歴史的要因やメディア要因の働
きによって形成された台湾人の日本に対する好意
は、間接的でも直接的でも、日本在留台湾人の来
日動機に少なからず影響していると推測できる。
そのため、「日本が好きだから」という情動に駆
使され日本に移り住んでいた在留外国人に焦点を
当てる本研究にとって、台湾からの在留外国人は
代表性を持つ研究事例であると言える。

２. ２　女性の国際移動

さらに本節では、なぜ在留外国人の中でも特に
女性に注目するのかについて、先行文献を検討し
ながら説明していく。

Castles	&	Miller（2００9＝2０１１）は、かつての国
際移動は男性中心であり、女性はしばしば「家族
呼び寄せ（family	reunion）」として扱われてい
たが、今日の国際移民の時代の一つの特徴とし
て、あらゆる地域で生じるあらゆるタイプの移住
において、女性の役割が増大しているという「移
民の女性化」（feminization	of	migration）を挙げ
ている13。日本における在留外国人の数も、１995
年以降に男女比が逆転し、女性在留外国人の割合
が上昇している14。しかしながら、前節でも参照
した出入国在留管理庁の報告によれば、「定住者

（62.2%）」「家族滞在（8３.5%）」「日本人の配偶者
等（6１.6%）」という資格を用いて日本に在留する
女性が全体と比較しても高い傾向が見られること
から、日本における女性移民は、まだ結婚や男性
家族の移動に追随する存在であることがうかがえ
る。そのような傾向にも影響されてか、是川夕

（2０１8）は、これまでの日本の移民研究において
国際結婚に関する多くの研究蓄積や移民女性の性
別役割分業の規範の下での有償、または無償労働
に関する研究はあったものの、概してジェンダー
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に対する関心が低かったと指摘している15。
また、Castles	&	Miller（2００9＝2０１１）は、世界

中の移民女性労働者は、ジェンダー（女性労働者
が男性労働者と比べて不利な地位に置かれる）と
エスニシティ（受け入れ国における差別）という
二重の不利益を被っていると指摘している 16。こ
の「二重の不利益」に関する議論は、日本を含
め、多くの国での移民女性に関する研究でもしば
しば論じられているが、是川（2０１8）が国勢調査
のデータを用いて移民女性の社会的統合について
考察した結果、高学歴層や未婚者、（既婚者でも）
未就学児を持たない外国人女性は日本の労働市場
において、実は必ずしも日本人女性より低い職業
的地位に就くわけではなく、むしろ日本人男性に
近い職業的地位を達成していることが明らかと
なっている17。つまり、彼女たちにとって、前述
した「二重の不利益」を経験してこなかったとい
うことになる。

本論文は、上記の是川による論述を踏まえ、こ
れまで日本の移民研究において注目されてこな
かった高学歴層の未婚女性に注目していきたい。
前出の是川の議論は、主に移民女性の職業的地位
や社会・経済的階層に注目したものだが、本論文
では、彼女たちのキャリアの上昇志向以外の日本
在留動機や日本における日常生活に焦点を当てた
い。彼女たちは、男性家族や日本人配偶者に追随
するため国際移動するのではなく、独り身で日本
に渡ってきた。このように母国の社会的紐帯から
離脱し、異郷である日本に新たなコミュニティを
結成（または参入）し、社会関係を再構築してい
る彼女たちにとって、日本に在留することの意味
や利益（または不利益）とは何かを本論文は考察
していく。

２. ３　調査対象・方法

次に、調査対象となる８人のインフォーマント
の詳細プロフィールを紹介し、本研究が採用した
調査方法を説明する。

筆者は８名の日本在留台湾人女性に、2０2１年
の５月から８月にかけて事前の質問票調査をおこ
ない、その後、インフォーマントに半構造化イン
タビュー 18を実施した。インタビューの実施方法

は、インフォーマントの要望に合わせ、対面また
はZoomを用いるオンラインでのインタビューを
それぞれ１時間半～２時間実施した。普段から友
人同士であるインフォーマントＢ、Ｃ、Ｄにはグ
ループインタビューを実施し、他のインフォーマ
ントには１対１のインタビューを行った。インタ
ビュー調査以外に、2０2１年１１月末にインフォー
マントAの友人との集まりに参加させてもらい、
彼女たちの異郷における日常生活に参与観察を
行った。また、インタビューで用いられた言語は
基本的に中国語であるが、インフォーマントたち
は時々会話の途中に日本語の単語を口にしたり、
中国語と交えて日本語で質問に答えたりしていた
ことを特記する。

８人のインフォーマントのプロフィールは以下
の表に示す。年齢、職業は調査を行ったときの情
報であり、来日動機や趣味については本人の回答
を筆者が翻訳し転記する。また、居住地域は関西
地方のインフォーマントAとE以外は、全員が調
査実施当時に関東地方に住んでいるが、仕事の転
勤・転職によってインフォーマントＢは中部地方
や九州地方、Eは北海道での居住経験も持ってい
る。

表-1インフォーマントプロフィール

上記の情報以外に、調査時にそれぞれ２年から
１4年までの来日年数を持つインフォーマントの
うち、Ｂ、Ｄ、E、Gの４人は留学生として来日
した後に日本で就職したが、Ｃ、Ｆ、Ｈの３人は
当初から就労ビザの「技術・人文知識・国際業
務」という資格で来日した。インフォーマントA
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が他のインフォーマントと比べて経歴は少々特殊
で、最初に「ワーキング・ホリデー」ビザを用い
て来日した後に、留学生として日本での滞在期間
を延ばし、最終的に日本での就職を果たし、２回
の身分（在留資格）転換を経験した。

３．日本における社会関係性の構築

次に本章では、日本在留台湾人女性が異郷であ
る日本で、どのような社会関係を構築しているか
を確認していく。具体的には、前章でも整理した
彼女たちの来日動機を本人による語りを通して確
認したあと、彼女たちが、どのように自らの居場
所を調整し、さらに新たなつながりを構築してい
るのかを明らかにする。

３. １　「趣味」のために国境を越える女性たち

前章の表１でも示したが、調査を受けた８名の
インフォーマントは、インフォーマントのＢとＤ

（留学）、Ｈ（日本語を上達させるため）は、自ら
の知識や技能、キャリアを向上させる目的を持
ち、母国の台湾から日本に渡る決断をした。その
一方で、「日本芸能人への推し活19」（インフォー
マントA、Ｂ、E）、「舞台劇を見るため」（イン
フォーマントＦ）、または「日本で生活してみた
かった」や「日本が好きだから」（インフォーマ
ントＣ、G）など、日本や日本の大衆文化に対す
る愛好心といった理由が挙げられた。

なかでも、特にインフォーマントが「趣味」を
来日動機として挙げている点に注目しよう。2０００
年代以降、ICT技術の進展によって、時間・空間
の制限が解消され、前述したインフォーマントが
挙げた「日本芸能人への推し活」や「舞台劇」を
含め、様々な文化コンテンツは国境を越えて消費
されるようになったとみられる。そのような現象
に対し、例えば、前章でも挙げた日本の大衆文化
の台湾社会への浸透（李	2０１７;張	2０2０ほか）
や、韓国流行文化の東アジアにおける受容（吉光
正絵	2０１2;金成玟	2０１8ほか）20など、カルチュラ
ルスタディーズの研究分野をはじめ、多くの研究
蓄積がみられる。

その一方で、陳怡禎と大尾侑子（2０22）21 によ

る日本や台湾ジャニーズファンのファン文化に対
する考察では、台湾のファンは、情報技術の発展
によって、手軽にデジタル空間において日本の

「ジャニーズアイドル」という文化コンテンツを
消費できるようになったにもかかわらず、かえっ
て台湾と日本との間の物理的距離を乗り越え、

「実物」としてのアイドルを消費する意欲が従来
以上に高まったため、日本現地で開催されるコン
サートを観るために日本へ旅行しに来るという行
動が明かされている。本研究が調査を実施したイ
ンフォーマントからは、好きな文化コンテンツに
より接近するため、旅行など短期的なものではな
く日本に中長期的に移住するという意欲がうかが
われた。

さらに、こういった趣味は彼女たちの移住先の
選択にも影響している。例えば、インフォーマン
トEは、学生時代に交換留学生として京都に１年
間留学していて、留学期間中にも日本での就職活
動を試みたが仕事が見つからず、台湾に帰国し
た。台湾の貿易会社で１年間働いていた後に、友
人の紹介で外国人材の採用に注力していたホテル
チェーンに就職することが決まり、再び日本に
戻ったが、日本のホテルに就職したのは、日本の
観光業を志望するからではなく、「日本に行くこ
と」が最大の目的だったと明言した。しかしなが
ら、注目すべき点は、彼女たちは日本に就職し、
移住ができればいいというだけではなく、居住地
にこだわりを持っているということだ。

たとえば、以下のインフォーマントAの語りか
らは、彼女たちは、趣味によって形成された文化
的アイデンティティを通して、異郷であるはず
だった日本での居住地に独特な帰属感を形成して
いることがわかった。

インフォーマントAは、日本のアイドルを趣
味とし、なかでもジャニーズ事務所に所属してい
る、関西出身のアイドルグループ「関ジャニ∞」

「なにわ男子」やその後輩にあたる「関西ジャ
ニーズJr.」22というユニットのファンである。２
回の在留資格転換を経て派遣社員として旅行関連
のサービス業の職に就いている彼女は、「関東で
の就職チャンスが多い」と口にしつつも、好きな
アイドルグループが関西出身という理由で、最初
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から関西地方を拠点として選んだという（以下、
インフォーマントによる語りの日本語訳は筆者に
よる。また、―は筆者による発言）

【データ１】
関西地方の家賃も比較的に安いのもあるけ

ど、何よりもアイドルのためだった。実は最近
は本気で考えているけど……関西はやはり仕事
の機会はそんなに多くなくて、［筆者注：次に
転職するなら］東京に行ったほうがいいかなっ
て。だって就職チャンスが多いもん。

―アイドル本人たちは、東京を中心に活動
しているのではないかと思いますが……

それはそうだけど。でも彼らも大阪に帰って
きてライブするじゃない？ここは「地元」って
感じ。だから私も「地元」の関西に住んだ方が
いいかなと。しかも彼らもよく歌詞の中に関西
の地名を入れているから、彼らが歌ったり話し
たりしたことのある場所に行ったら、「あ！彼
らもここに来てたんだ」と感じる。ちなみに、
私は今住んでるところも、彼らの名前に関連し
てるよ。あえて「浪速区」を選んだんだ。ファ
ンだからね。（インフォーマントA）

上記の発言からは、インフォーマントAは好き
なアイドルたちが表舞台での歌曲のパフォーマン
スや発言から、アイドルの生い立ちや日常経験を
想像した上で、アイドルが言及したことがある場
所に居住することを通して、好きなアイドルとの
間の疑似的繋がりを作ろうとしていることがうか
がえる。さらに、たとえば、彼女は好きなアイド
ルグループ「なにわ男子」の名前にちなんで、自
分の居住地を「浪速区」にしたが、当然なことで
ありながら、「なにわ男子」はただのグループ名
であり、メンバー全員が大阪市の浪速区出身か、
住んでいたわけではないと考えられる。それでも
彼女は、日常生活の中でも常に趣味であるアイド
ルに「接近」するように自身の生活様式を規定す
るようにしている。

さらに、インフォーマントAの口から日本語で

「地元」という単語を発している点も興味深い。
『世界大百科事典』第２版によれば、「地元意識」
とは、「自分の出生地、居住地あるいは勢力範囲
である地域に対してもつ意識」であるが、その

「地元」という概念には、「出生地」、「居住地」や
「勢力範囲」いずれの意味も含まれているとみら
れる。その幅広い意味合いを持つ「地元」という
概念に対し、関口ら（2０１７）23 はアンケート調査
を通して人々の「地元」に対する認識を調査し、

「地元意識」を「現住場所型」「誕生場所型」「地
域縁由型」「思い出型」「親密者存在型」「複合型」
という６つの類型に分けている。１０００件を超え
るアンケート回答の中に半数以上は「複合型」で
あるが、その次に多いのは１１9件の「親密者存在
型」である。この類型の特性について、関口らが

「地域そのものとの繋がりよりも、現状で親密な
人の存在が地元意識の形成の核となると考えられ
る」と指摘している。また、その「親密者」とい
う存在は、「友人、知人、家族」にあたるが、こ
の類型に分類されたインフォーマントの多くは、
その「親密者」を「家族」として認識している結
果も明らかになった。つまり、「地元」という概
念は多くの人にとって、家族をはじめとする親密
圏が形成される場所や空間を指すといえるだろう。

もちろん、インフォーマントが好きなアイドル
グループのメンバーにとって、関西地方は間違い
なく「地元」である。その一方、独り身で台湾か
ら日本に渡ってきたインフォーマントAには、異
郷である日本において、家族もいなければ、友人
や知人といったネットワークを一から構築しなく
てはならない存在だろう。つまり彼女を含め、在
留外国人にとって、本来、「地元」は極めて希薄
な概念と言える。しかしながら、彼女は来日当初
から、「『地元』の関西に住んだ方がいい」と考
え、「（アイドルの「地元」である）関西」に独特
な帰属感を抱いていることがうかがえる。すなわ
ち、彼女は、趣味である「アイドル」の親密圏が
存在したと思われる場所への参入を通して、アイ
ドルとの擬似的な繋がりを想像しながら、その土
地に対するアイデンティティを生成しているのだ
と考えられる。

ここまで検討してきたインフォーマントたちの
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語りから、「趣味」への愛着心に駆動され、日本
に中長期在留している台湾の独身女性たちは、単
なる「趣味」を受容し消費するのではなく、「趣
味」との接点を持つ意欲が極めて高いと考えられ
る。これに関連して、たとえば在日ヨーロッパ人
の移住経験に対する考察から、人々の国際間の移
動には文化、恋愛やライフスタイル志向などの非
経済的要因も影響を与えると論じるデブナール・
ミロシュ（2０１5）の調査によれば、「日本現地」
で武道、茶道などの伝統的な日本文化を学ぶこと
は、高い価値が付与され、インフォーマントの移
民動機に強く作用しているという24。本研究が調
査を実施している「趣味」を動機に日本に在留し
ている台湾人女性は、ライブや舞台劇鑑賞を含め
た「推し活」を自分の日常的趣味（表１参照）と
して挙げているが、彼女たちにとって趣味に対す
る実践も、日本現地でないと実現しにくいものだ
と捉えられ、それゆえに日本に在留する意欲が高
まったのだと考えられる。この点も、前述したミ
ロシュの議論からも説明できるだろう。

また、インフォーマントたちの語りが示唆する
ように、彼女たちは、仕事や住居条件など、自身
への利益損得への打算や、例えば仕事での昇進な
ど他者からの承認に興味を示さず、自身の趣味実
践をライフプランにおいて高い優先順位を付けて
いる。さらに趣味を通して、異郷である日本に独
特の帰属感を形成していると考えられる。

３. ２　小さな「趣味共同体」に構築

第一章でも述べたように、日本における在留外
国人コミュニティに関する研究は、例えば在日華
僑華人、在日コリアン、日系ブラジル人など「血
縁、地縁」、または留学生、介護労働者など組織
の「社縁」に基づくものが多いとみられる。鐘家
新（2０１７）は、在日華僑華人へのライフヒスト
リー調査を通して、彼らは横浜中華街でもう一つ
の中国社会を構築し、在日華僑華人同士が助け合
い、異郷での生活を再建している実態を解明して
いる 25。鐘が考察している在日華僑華人のよう
に、多くの日本在留外国人は、母国と日本社会の
はざまで生きていくため、民族、国家、さらに会
社や学校などのフォーマルな組織に頼って、それ

らのコミュニティに参入することによって自らの
居場所や利益を確保すると考えられる。

しかしその一方で、本研究は、事前アンケート
を用い、８名のインフォーマントに、日本におい
て最も親しい人間関係のネットワークについて訊
ねたところ、「同郷」と答えたインフォーマント
Ｄや、「職場の同僚」と答えたインフォーマント
GやＨを除き、６名のインフォーマントすべてが

「同じ趣味のグループ」と回答している。つま
り、多くの日本や日本の大衆文化に対する愛好心
に駆動され、日本に渡ってきた台湾人女性イン
フォーマントにとって、「同郷」や「同僚」な
ど、国家、民族や組織で形成された社会的紐帯よ
り、自身の愛好している趣味を中心に自ら選択し
結成される共同体（本稿では、「趣味共同体」と
呼ぶ）に重きを置いていると言える。

そこで本節では、同じ趣味のグループを自身に
とって最も親密なネットワークと認識している台
湾人女性インフォーマントたちの語りを通して、
彼女たちはどのように趣味共同体を構築している
かを明らかにし、その共同体の特性を見ていきたい。

ほとんどのインフォーマントたちは、日本にお
ける最も親密なコミュニティについて言及する際
に、「共通の友人に紹介してもらった」と語り、
異郷での人間関係の構築は既存の友人ネットワー
クを介してその輪が拡げられていた。例えば、グ
ループインタビューを実施したインフォーマント
Ｂ、Ｃ、Ｄは、３人が知り合ったきっかけについ
て語る際に、共通の友人の名前を出し、それぞれ
が共通の友人を介して互いの存在を認識していた
と述べている。例えばインフォーマントＣとＤを
繋げた友人は、Ｃが台湾にいた時の会社の同僚で
同じ趣味（日本アイドル）を持っているため会社
内でも特段に親しい存在だった。その同僚はDと
も同じ趣味（日本アイドル）をきっかけに知り
合って友人関係を持ったため、Ｃが2０１6年に日
本に渡った際に、すでに日本に在留しているＤを
Ｃに紹介した。その共通の友人は実際に日本に在
留していなくても遠隔の地である台湾から、積極
的にＣとＤの仲介者として働きかけを行ったこと
について、インフォーマントＣは以下のように説
明している。
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【データ２】
だって、日本にいる中華圏の人は、そんなに

多くないじゃない？どこに行っても知っている
人たち。だから共通の友人に紹介してもらった
ら、じゃ「ご飯いこうか」みたいな、そこで知
り合って友達になった。［……］彼女たち［筆
者注：インフォーマントＢとＤを指す］と実際
に対面するまでに、［筆者注：同僚以外にも］
他の友人の口から彼女らの名前も聞いたことも
あって、噂の人物みたいな感じだった。（イン
フォーマントＣ）

インフォーマントＣは、「中華圏の人」という
表現を用いたが、彼女たちが住んでいる東京都に
定住している台湾人の人数に限って見ても、2０2１
年６月に公表された在留外国人統計（旧登録外国
人統計）統計表によれば、約１8,００0人いる。決し
て彼女が述べていた「どこに行っても知っている
人たち」のような少人数ではないはずである。そ
れにもかかわらず、彼女たちが自身の異郷での人
間関係ネットワークを「スモールワールド」

（Milgram	１96７26）として認識しているのは、「同
じ趣味」を軸として人間関係の構築を考えている
からである。さらに、以下の会話にも注目しよう。

【データ３】
インフォーマントＣ：日本にいる友達はもう

数人しか残っていないんだよね。
インフォーマントＤ：そうだよね、今思い返

せばあなたたち２人しかいない気がする。本当
にいないんだよね。

インフォーマントＣ：みんなはもう帰国した
な。

インフォーマントＤ：確かに。それにまだ日
本にいる他の友達は、結婚しちゃったから。連
絡しなくなった。だって、彼女たちは自分の家
庭生活もあるし。

上記の会話から、彼女たちは日本で構築されて
いる友人関係ネットワークに対し、「数人しかい
ない」小さな共同体であり、さらに、その共同体
の構成は、所属するコミュニティ成員のライフス

テージ（帰国、結婚）の転換によって常に変化し
ている、流動的なものだと捉えていることがうか
がえるだろう。さらに、「結婚した友人に連絡し
なくなった」という語りから、彼女たちは、趣味
をめぐって構築してきた共同体の親密性が維持さ
れるかどうかについて、「同じ趣味」に加え、「日
本在留」や「独身」といった条件が求められる。

なぜ彼女らはそれらの条件を重要視している
か。以下に述べる彼女たちの集会パターンからヒ
ントを得られるだろう。

【データ４】
インフォーマントＤ：［筆者注：コロナ禍前

に］いつも７～８人で集まってた。毎回自己紹
介から始まって……でも正直、全員覚えられる
わけがない。（笑）

インフォーマントＣ：しかも、その１回限り
で、その後全然もう会わない人が多い。

インフォーマントＤ：忘れた頃に、コンサー
ト会場で再会して、名前を呼ばれて、あれ？誰
だっけ？みたいなことはよくある。

―そういう集まりって、主催者とかいます
か？

インフォーマントＢ：いやーいつも誰かが好
きなアイドルのコンサートが終わってそのまま
食事に行くって感じ。その時に［筆者注：コン
サートに行ってなくて自宅にいても］電話が来
て、ご飯いこう、みたいな感じで誘われて。

インフォーマントＣ：行ったら、大勢の中に
元々知ってたのは１人！みたいな。（笑）

上記の会話から、彼女たちは、日常的に趣味実
践に多くの時間や労力を割いているゆえに、互い
に「会うために集まる」のではなく、趣味実践の
場で思い立って集まることが多い。そのため、そ
の集会は常に不定期かつ固定ではないメンバーで
構成されていることがわかった。このような趣味
に付随する集会やコミュニケーションに積極的に
参加し、趣味共同体の親密性を維持できるフット
ワークの軽さは、確かに日本に在留し、一人暮ら
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しをしなければ達成しづらいだろう。
ここまで検討してきたように、日常生活の中に

趣味の実践に重きを置いているインフォーマント
たちは、日本における人間関係ネットワークの構
築にも常に、趣味を中心軸として行っている。こ
のような彼女たちが自分の意思で構築している趣
味共同体に参入するのに、出身、年齢や職業など
の社会的属性は問われず、「趣味に対する愛好心」
という感情要因のみが必要とされていると言え
る。また、【データ４】も示唆するように、彼女
たちの繋がりは安定で強固なものでなく、趣味に
付随し、その場限り（例えばコンサート終わりの
食事会）のコミュニケーションによって結びつき
が形成される自由度や流動性の高いものである。

４．おわりに―日本に在留することで得られた
「私的空間」

本稿はここまで、日本在留台湾人女性の来日動
機や日本における共同体の構築について検討して
きた。彼女たちは日本の大衆文化を愛好し、その
愛好心に駆動され、日本に渡ってきた。さらに彼
女たちは「趣味」に高い価値や優先順位を付与
し、日常的に趣味実践をおこなえるように自身の
生活様式を調整していたほか、日本での居住地に
もこだわりを示し、その日本における居住地に帰
属感を持っていた。藤田（2００8b）27は、１98０年代
後半以降単純労働以外の様々な目的、なかでも文
化的な分野で働きたいという動機により国際間移
動する人々を文化移民（Cultural	migrants）と名
づけ考察を行った。そのなかで、渡米・渡英した
日本の若者の異郷である欧米に対する「想像」
や、異郷での生活経験の「現実」を通して、故郷
である日本への帰属感を一層強化したと論じてい
るが、本稿が注目した日本在留台湾人女性たち
は、趣味への愛好心によって構築される日本での
生活様式を通して、民族や国家によって区分され
る「故郷」と「異郷」のいずれにも帰属しない、
独特のアイデンティティを構築していたことが明
らかとなった。

さらに、前章の第２節において、彼女たちが趣
味共同体に参加し、共同性や親密性を構築するに

は、「日本在留」や「独身」という２つの属性が
求められると考察したが、インフォーマントたち
にとって、それら２つの条件は表裏一体の関係性
だろう。つまり、「趣味」を重要視し、日常的に
趣味を実践することを望む彼女たちにとって、

「独身」が意味する家族関係を含む趣味縁以外の
ネットワークから距離を取ることは、「日本に在
留すること」によって実現されていると言える。

本研究が注目する日本在留台湾人女性は、自分
の意思で日本に渡ってくる以前、生まれ育った台
湾では、必然的に血縁、地縁、社縁といった様々
なネットワークに包摂されていた。なかでも儒家
思想の影響が強く、家父長意識を重んじる台湾社
会では、血縁に基づく親族関係は高い優先順位が
付与され、強固な繋がりが形成されている。その
ような密接な社会的紐帯に対し、今回の調査を受
けるほとんどのインフォーマントは、息苦しさを
感じているようである。「母親や親戚がすぐ私の
プライベート空間に踏み込んでくる。色々聞いて
くるしアドバイスしてくるから、台湾に帰っても
長くいたくない（インフォーマントG）」「実家か
ら遠く離れた大学に出て一人暮らししたいと言っ
ても、親戚の家に住めと言われたこともあるか
ら、今の一人暮らし生活を大切したい（イン
フォーマントＤ）」というようなインフォーマン
トたちの発言から、彼女たちは、親族関係のよう
な義務的な社会的紐帯から距離を取り、自分だけ
に属する私的空間を望んでいることがうかがえ
る。その願望を実現させられるのは、台湾社会か
ら離れて、日本という異郷でも強く結び付けられ
るコミュニティや人間関係ネットワークから一定
の距離を取り、周縁的・浮遊的な存在になること
だろう。彼女たちが構築している趣味共同体の構
成の緩やかさや流動性の高さこそ、彼女たちに
とって関係性の理想型だと考えられる。先行研究
ではジェンダーやエスニシティにおいて、マイノ
リティとなる移民女性が、社会的中心から周縁化
されるという「二重の不利益」について論じられ
てきたが、本研究が注目するインフォーマントた
ちは、かえって意識的・能動的に自分をどこにも
属さない浮遊的な存在として自らを位置付け、趣
味実践や私的空間を確保しようとしているといえ

	 	 	 	 73	 	 	 異郷における社会関係性の再構築―日本在留台湾人女性趣味共同体を事例に （陳　怡禎）	



る。さらに、興味深いのは、こういった関係性を
能動的構築できるのは、日本語能力をはじめとす
る文化資本を持っている女性たちだという点であ
る。すなわち、彼女たちは、日本の大衆文化と
いった趣味に対する愛好心によって、日本に移住
できるほどの日本語能力という文化資本を獲得し
ている。さらに彼女たちはその文化資本を用い、
異郷で趣味共同体を構築し、社会関係資本を獲得
していると考えられる。

その一方で、インフォーマントの語りから、彼
女たちは「趣味」を軸に自分自身の生活様式を調
整したり、人間関係を選択したりしていることが
わかったが、このような趣味共同体は、民族や国
家 に 依 拠 せ ず、「 純 粋 な 関 係 性 」（Giddens	
１992=１995）28 に基づいて結ばれていると思いき
や、例えば【データ２】と【データ３】の語りで
示すように、彼女たちは依然として「台湾人」と
いうエスニシティやナショナリズムというカテゴ
リーの枠内において趣味共同体を構築しようとし
て い た。 そ の 理 由 は、「 言 葉 が 通 じ る（ イ ン
フォーマントA）」、「日本に来た時から出会った
人は台湾人ばかり（インフォーマントH）」、さら
に「中国語圏の人の『ヲタ活』の行動が似てる

（インフォーマントE）」など様々であった。
異郷において選択可能で流動性の高い繋がりで

ある趣味共同体を構築している彼女たちは、一方
ではフォーマルな社会的紐帯によって形成される
既存の規範から脱却することを「理想」としつつ
も、他方でその（彼女たちの）理想はいかに実現
されているのか。こうした点についての考察は、
別稿に譲りたい。

※	本稿は、令和３年度日本大学国際関係学部共同
研究費（課題名：「コロナ禍における滞日外国
人の生活世界の再構築」）・科学研究費補助金

（2０2０年度	 若手研究・2０K１３７０6）の助成を受
けたものである。

注

１ 	「日本以外の国から、日本に一定期間移り住
んでいる外国籍の人たち」に対する研究で
は、「在日外国人」「滞日外国人」「移民」な
ど、様々な呼び方が用いられているが、本稿
では、出入国在留管理庁が用いる「在留外国
人」という呼び方を援用し、観光客などの短
期滞在者を除き、日本に住んでいる外国籍の
人々と定義する。

２ 	 田村は、「外国人コミュニティ」は、同じ国
の出身者か同じ地域で暮らす外国人で構成さ
れると考えがちだが、実際に外国人は、この
ような「自然結合的な社会集団」といった側
面もあるが、例えば、同じ宗教や生活背景

（留学生や外国人配偶者など）共通の利害に
基づいて人為的に作られているという側面も
無視できないため、外国人コミュニティは

「アソシエイテッド・コミュニティ」の一つ
だと指摘している。田村太郎，2０１9，『外国
人コミュニティとの共生	～これまでの経緯
とこれからの期待～』「論文特集「人口減少
時代の多文化共生」」，日立財団Webマガジ
ン「みらい」VOL.3, 2０１9.	（2０22年４月１日
取 得	https://www.hitachi-zaidan.org/mirai/	
０３/paper/pdf/Tamura_treatise.pdf）

３ 	 Castles	 S.	 and	Miller,	M.J.,	The Age of 
Migrat ion:  Internat ional  Populat ion 
Movements in the Modern World (4th 
edition).	Basingstoke:	Palgrave	MacMillan,	
2００9.（＝関根政美，関根薫	監訳『国際移民
の時代［第４版］』名古屋大学出版会，2０１１，	
３2頁.

４ 	 永吉は、「移民」に対し、「生まれた国から一
時的なものを含め、他の国に移り住んだ人」

（2０2０：4）と定義しているが、永吉が指して
いる「移民」は、本研究で指している「在留
外国人」の定義とは一致していると考えられ
る。永吉の議論に関して以下の研究を参照。
永吉希久子『移民と日本社会　データで読み
解く実態と将来像』中央公論新社，2０2０.

５ 	 賽漢卓娜『国際移動とジェンダー―「移動の
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女性化」の光と影』愛知教育大学男女共同参
画委員会編，「ジェンダー教育の未来を拓く」
愛知教育大学出版会，2０１8.

６ 	 藤田結子による以下の２つの研究を参照。	
a：『メディアが構築する外国イメージと若者
の国際移動』メディア・コミュニケーション	
：慶応義塾大学メディア・コミュニケーショ
ン研究所紀要（58），5-１8，	慶応義塾大学メ
ディア・コミュニケーション研究所，2０１8;
b：『文化移民―越境する日本の若者とメ
ディア』新曜社，2０１8.

７ 	 アパデュライ（１996=2００4）は、グローバル
時代においての文化的フローに対し、「エス
ノスケープ」「メディアスケープ」「テクノス
ケープ」「ファイナンススケープ」「イデオス
ケープ」という５つの枠組から捉えることを
提 案 し て い る。 詳 し く は、Appadurai,	
Arjun,	 Modernity at large : cultural 
dimensions of globalization,	University	of	
Minnesota	Press,	１996.（=門田健一訳，	2００4

『さまよえる近代：グローバル化の文化研究』
平凡社）を参照。

８ 	 歴史的要因による台湾人の対日感情の変化に
関する研究について、李衣雲『台湾における

「日本」イメージの変化、１945-2００３：「哈日
（ハーリ）現象」の展開について』三元
社，2０１７を参照。

９ 	 対日感情に関する研究について、以下の二つ
を参照。李衣雲，前掲書;張瑋容『記号化さ
れる日本：台湾における哈日現象の系譜と現
在』ゆまに書房，2０2０.

10	 公益財団法人日本台湾交流協会は、正式的に
国交関係のない台湾や日本の間の実務レベル
での交流関係を維持するために設立した組織
であり、日本政府対台湾窓口という役割を
担っている。

11	 詳しい調査結果はhttps://www.koryu.or.jp/
Portals/0/culture/世論/2０2１/2０2１_seron_
kani_JP.pdfを参照。（2０22年４月１日取得）

12	 園田茂人『アジアの国民感情　データが明か
す人々の対外認識』中公新書，2０2０，2１6頁.

13	 前掲書，１３頁.

14	 平成22年、令和２年国勢調査を参照。
15	 是川夕『ジェンダーの視点から見た日本に

お け る 国 際 移 民 の 社 会 的 統 合 』IPSS	
Working	Paper	Series	（J）	（１７）,	1-4３,	 国
立社会保障・人口問題研究所，2０１8.

16	 	前掲書.
17	 前掲書.
18	 来日年数や理由（表１を参照）以外に、そ

の場に得た回答内容に応じてさらに追加質
問を実施した。

19	 インフォーマントたちは、「追星」という
中国語を用いている。「追星」という言葉
を直訳すると「芸能人を追いかけること」
という意味だが、インフォーマントは、芸
能人への追っかけのみならず、例えば舞台
劇観劇、テレビ番組鑑賞など全般を含める
全ての活動を指しているため、本論文で
は、趣味分野においての全般的な活動を意
味する「推し活」と訳す。

20	 韓国流行文化のアジアにおける流通に関す
る考察は、下記２つの文献を参照。吉光正
絵「K-POPにはまる「女子」たち」馬場
伸彦・池田太臣編『女子の時代 !』青弓
社，2０１2，	2０-2７頁;金成玟『K-POP	新感
覚のメディア』岩波書店，2０１8.

21	 陳怡禎，大尾侑子『不只是鍵盤追星─傑尼
斯偶像網路時代下的台日粉絲活動比較與粉
絲的自我價值值建構』文化研究季刊（１７6）,
文化研究学会，	2０22，	７３-9１頁.

22	 「なにわ男子」は2０22年にCDデビューし
たジャニーズ事務所に所属している七人グ
ループである。また、「関西ジャニーズ
Jr.」は、ジャニーズ事務所に所属しなが
らもまだCDデビューしていないタレント
のうちに、主に関西地方で活動している者
の総称である。

23	 詳しい調査結果は、関口達也・林直樹・杉
野弘明・寺田悠希『人 の々「地元」に対する
概念的・空間的認識の多様性―地域のまち
づくりへの活用に向けた定量的解析―』農
村計画学会誌（３6：３）， 465-4７4，農林統
計協会，2０１７.を参照。
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24	 デブナール・ミロシュ，2０１5，『グローバル
化時代の移民現象における動機の多様化・複
雑化・偶発化―在日ヨーロッパ人移住者の経
験から』同志社社会学研究（１9）,同志社社会
学研究会，2０１5，	1-１4頁.

25	 鍾家新『在日華僑華人の現代社会学 越境者
たちのライフ・ヒストリー』ミネルヴァ書
房，2０１７.

26	 「スモールワールド」現象について、Milgram,	
Stanley,	 “The small world problem”,	
Psychology	Today,	vol1,	１96７,	p:	6０-6７.	を参
照。

27	 前掲書.
28	 ギデンズが提唱している「純粋な関係性

（Pure	Relationship）」の概念について、
Giddens,	Anthony,	The transformation of 
intimacy : sexuality, love and eroticism in 
modern societies,	Polity	Press,	１992.（=松尾
精文，松川昭子訳『親密性の変容　近代社会
におけるセクシュアリティ、愛情、エロティ
シズム』，而立書房，１995.を参照。
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